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本 稿 は ロ ン グフ ェ ロ ーの 実 際 の この世 とのか か わ りを 彼 の人 生 の 歌 一詩 を通 して,探 ろ うと

して い る ので あ る。 そ うして 理 解 で きた こ とは彼 は徹 底 して,イ エ ズ ス の僕 で あ った とい うこ

とで あ る。 ク リス トス に あ って 生 きる こ とが 彼 の この 世 に 於 け る最大 の 目 的 で あ った こ と は

明 白 で あ る。 そ もそ も彼 の詩 の発 表 は キ リス ト教 の 真理 に仕 え る こ と で あ った 。C.S.Lewis

は これ が 故 に,彼 の 詩 を 喜 ん だ の で あ り,筆 者 も同 様 に こ こに この詩 人 に無 限 の憧 れ を 抱 くの

で あ る。 学 問 とは,文 化 とは,そ の発 生 の おい て,か か る純 粋 の心 の迸 りと軌 を 同 一 に して い

る。 そ うで ない 文 化 は 人 の心 を 生 け る真 の神 か ら引 き離 し,地 獄 の集 ま りを 構 成 す る。 そ の よ

うな群 れ が ミル トンが 『パ ラ ダ イ ス ・ロス ト』で歌 っ て い る パ ンデ モ ニ ウ ム なの で あ り,神 の 反

逆 徒 で あ る。 か か る世 に 抗 して ロン グ フ ェ ロ ーは詩 文 に お い て信 仰 の闘 い を 闘 った の で あ る。

1.「 夜 の 讃 歌 」("HymntotheNight")

「この詩は1839年 の夏に,自 分の居間の窓に坐っているときに書かれた。それはその年の最
ロの

も馨 よい 夜 で あ った。 私 は そ の時 間 と光 景 の 印 象 を再 現 し よ う と した 」 とあ る。

静 か な 夜 に ロ ソ グ フ ェ ローは 一 体 どん な詩 想 を得 た の だ ろ うか 。 心 澄 む 静 か な夜 に天 国 を 思

うそ の 心 は 何 と慕 わ し く思 わ れ る こ とだ ろ うか 。 ミ レーに まれ,ミ ル トンに まれ,エ ミ リー ・

デ ィキ ンス ンに ま れ,夕 暮 の趣 き平 和 な 一 日の終 りの安 らぎ と,安 堵 の 心 が織 り成 して,麗 し
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なみ

い天国への憧れが生れて来 よう。しかし,ロ ソグフェローはこの世に幻想を抱いていた詩人で

はなかった。彼はこの世の悪をよく知っていた。 この世の悲 しみ,楽 しみを知っていた。夜の

部屋には多くの悲 しみや喜びの声がひびいていたのであった。この喜怒哀楽の人生にいて,人

の心は疲れる。夜は休息の源であった。

I

IHEARDthetrailinggarmentsoftheNights

Sweepthroughhermarblehalls1

1sawhersableskirtsallfringedwithlight

Fromthecelestialwalls!

(夜 の衣 裳 の 絹 ず れ の 音 が 聞 え て き た

大 理 石 の 堂 を さ っ と通 り過 ぎ て!

そ の 黒 い ス カ ー トが 天 の 壁 か ら放 射 す る

光 に 縁 取 られ て い た 。)

皿

Ifeltherpresence,byitsspellofmight,

Stoopo'ermefromabove;

Thecalm,majesticpresenceoftheNight,

AsoftheoneIlove.

(「夜 」 を 感 じ る,そ の 魅 力 に よ り

空 か ら私 を 包 み 込 む の を 。

私 の 愛 しい 者 の よ う な,静 か で

厳 か な 姿 を 。)

皿

Iheardthesoundofsorrowanddelight

Themanifold,softchimes,

ThatfillthehauntedchambersoftheNight,

Likesomeoldpoet'srhymes.

(悲 しみ や 喜 び の 音 が 聞 え る

多 様 で,や さ し い 響 き が 。

そ れ は 古 え の 詩 人 の 押 韻 の よ う に

繰 り返 し 「夜 」 の 部 屋 に 満 ち る 。)
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Fromthecoolcisternsofthemidnightair

Myspiritdrankrepose;

Thefountainofperpetualpeaceflows,‐

Fromthosedeepcisternsflows.

(真 夜 中 の 空 気 の 涼 し い 貯 水 庫 か ら

私 の 霊 は 休 息 を 飲 む 。

永 久 の 平 和 の 泉 が 流 れ る

こ の 深 い 貯 水 庫 か ら。)

V

OholyNight!fromtheeIlearntohear

Whatmanhasbornebefore!

ThoulayestthyfingeronthelipsofCare,

Andtheycomplainnomore.

(お う,聖 な る 「夜 」 よ!汝 か ら私 は 聞 こ う

人 間 が 以 前 に 耐 え た こ と ど も を!

汝 が 汝 の 指 を 心 配 の 唇 に 置 け ば

唇 は も う不 平 を い わ な い 。)

M

Peace!Peace!Orestes-likeIbreathethisprayer!

Descendwithbroad-wingedflight,

Thewelcome,thethrice-prayedfor,themostfair,

Thebest-belovedNight!

(平 和 よ!平 和 よ!オ レス テ ス の よ うに,私 は こ の祈 りを さ さや く!

翼 を ひ ろ く拡 げ て,飛 ん で 降 りて こ よ。

歓 迎 され,熱 心 に祈 り求 め られ,最 も麗 しい,

最 も愛 され た 厂夜」 よ!)

こ の ロ ン グフ ェ ロ ーの詩 を読 ん で,筆 者 自身 の 魂 が彼 の人 格 に 同化 され て,一 個 の 清 い 魂 と

な り,聖 霊 の恵 み を受 け た人 と して,生 れ た よ うな 気 がす る。 感 涙 に溢 れ る と言 って も決 して

過 言 で は ない 。 この 苦 しみ と絶 望 の多 い 人 生 に,独 りじ っ と耐 え てい る人 が い る,そ の 魂 の 清

い 人 が 。 そ の こ とだ け で も,筆 者 の心 は 大 い に 慰 め られ る。 ロ ン グ フ ェ ローの 静 か な,内 面 に

沈 着 した 平 和 な心 を読 む こ とが 出来 る。
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このような平和な心は一体 どこか ら生じたのであろ うか。本当に心の澄んだ清らかな,祝 福

に満ちた,敬 虔なピz一 リタン的な明るい心が見られる。いかなる生活があってのことだろ う

か。しかし,我kは 誤解してはならない。彼の心は幸福のみを覚えていたのではない。第一に

詩人は耐えなければならなかった人生の不幸を耐えたのである。第二に,そ の基盤に立って,

天か らの祝福が加わ り,彼 特有の明るい楽天思想が可能になったと思われる。

ロングフェローは夜を永遠の休息と考えている。夜が来ると,す べての悩みは止む。夜は彼

にとって,苦 しみからの解放の時でもある。そして,肉 体の死するときも又,こ のようになる

のだろう。我らの魂はすべての圧迫から解放 され る。 この世の苦しみ,魂 の圧制者,生 きてい

るときに覚えたすべての隷属状態から解放 される。顕著なことは夜が来るのを祈っていること

である。夜は一種の死である。眠 りもそ うである。 しかし,彼 は夜をこのように,解 放である

と考えている。従って,死 についても同 じように,そ れは解放 と見ているのでなかろ うか。彼

の心は死をも友 とするほど純真で,真 のクリスチャソであった。

2.「 人 生 の 讃 歌 」("APsalmofLife")

「この詩 は1838年7月26日 に 作 られた 。 ロ ン グ フ ェR一 は こ の詩 に つ い て,語 って い る。

私 は この詩 を しば ら くの間 原 稿 の ま ま で持 っ て い ま した。 そ れ を,誰 に も見 せ なか った 。 この

詩 は,私 が 塞 ぎか ら回復 しつ つ あ った 時 の 私 の 内奥 の 心 か ら の 声 で あ った 』。1838年10月 の

『ニ ッカ ー ボ ッカ ー-7ガ ジ ソ』 に 発 表 さ れ る前 に,大 学 の ゲー テ講 座 の 教 室 の前 で詩 人 自身 が

読 んだ 。 そ の題 名 は,今 は この詩 につ い て のみ 使 用 され てい るが,も と も と詩 人 の心 の 中 で

は,総 称 的 で あ った 。 彼 は讃 歌,死 の讃 歌,人 生 の も う一つ の讃 歌 を 書 い た と時k述 べ て い

る。 だ か ら,"psalmist"は 詩 人 自身 で あ る。 この詩 が 『ニ ッカー ボ ッカ ー マ ガ ジ ン』 に 印刷

さ れた とき,ク ラ シ ョーの モ ッ トーが 載 せ られ て い た 。

Lifethatshallsend

Achallengetoitsend,

Andwhenitcomessay,Welcome,friend.

(挑 戦 を そ の 終 りに

送 る で あ ろ う人 生 は
ロの

それ が 来 る と き,「 よ うこそ,友 よ」 と言 う」。

この ク ラ シ ョーか らの引 用 に よっ て,ロ ソ グ フェ ローの 思 想 の根 底 を知 る こ とが で き る。 ク

ラ シ ョー は死 を友 として い る。 ロ ン グ フ ェ ロー も我 々 の最 後 の 死 を 友 と して い る。 彼 の魂 は 極

め て 真 面 目で,常 に死 を 見詰 め て い た だ け で な く,そ れ を 友 と して いた 。 聖 フ ラ ン シ ス の思
ロロ

想,死 も苦 しみ もす べ て 「友 」 で あ った 。 神 に あ る もの,そ れ もす べ て 友 で あ った 。

詩 は 次 の よ うに な っ てい る。 原文 を引 用 し,訳 を施 し,解 釈 して い きた い。
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I

Tellmenot,inmournfulnumbers,

Lifeisbutanemptydream!‐

Forthesoulisdeadthatslumbers,

Andthingsarenotwhattheyseem.

(悲 しい 調 べ で,私 に告 げ る な

人 生 は空 しい 夢 に 過 ぎな い と!一

眠 る魂 は死 んで い るの で あ って

実 相 は外 観 と違 う。)

理 想 を 持 ち,現 実 の改 革 に取 り組 ん で い る善 人 は こ の世 に 残 す仕 事 が 空 しい こ とを 知 って い

た 。 しか し,死 を 越 えて い るか ら,彼 は 人 生 の全 て を支 配 す る こ とが で きた の で あ る。 人 生 の

肯 定 は死 を肯 定 す る ところ か ら始 ま って い る。 こ こに,真 の楽 天 思 想 が あ る。

こ の詩 の副 題 は,"WhattheheartoftheyoungmansaidtothePsalmist"で あ る。

Psalmistは 詩 人 自身 で あ る と解 説 に あ る。"Tellme"の"me"は"theyoungman"で あ

る。 これ は ロ ソ グ フ ェ ロー以 外 の 人 物 の よ うに 思}xる が,実 際 は彼 の"inmostheart"神 の御

旨を 悟 る心 で あろ う。ThePsalmistは 現 実 に生 き,悩 み,苦 しん で い る現 実 の ロン グフ ェ ロ

ーで あ る。 つ ま り,悟 性 に 達 した ロ ソ グ フ ェ ローが 現 実 の矛盾 に 悩 ん で い る同 じ ロン グフ ェ ロ

ー に語 り,諭 す 形 式 が 取 られ て い る。

第 一 連 。"Me"は 悟 性 の 内 奥 に あ る,詩 人 の魂 で あ る。"Tell"の 主語 はや は り,"me"

と同 じ作 者 で あ る。 相 手 は 同 じ く現 実 の矛 盾 に悩 ん でい る ロ ン グ フ ェ ロー 自身 の心 で あ る。 何

故,詩 人 は世 が 空 しい と考 え,物 事 を表 向 きの ま ま に捕 えた の だ ろ うか。 好 運 に恵 まれ,い わ

ゆ る幸 福 の唯 中 に あ る と思 わ れ た ロ ン グ フ ェ ロー とも あ ろ う程 の 者 に も,他 人 に 言 え な い 社

会 上 の,個 人 的 利 益 関 係 の 何 らか の件 に不 利 益 を感 じ られ た の で あ ろ う。 だ か ら,人 生 は 空 し

い と考>xた の であ ろ う。 しか し,目 に 見}xる 成 功 失 敗,利 益不 利 益 が本 質的 な勝 敗 を 決 め るの

ロの

で は な い。 だ か ら,"thingsarenotwhattheyseem"と 慰 め てい る のだ ろ う。 眠 る魂 は 死

ん で い る とは,永 遠 の国 を 思 わ ず,理 想 の こ とを考 えず,自 分 の 歩 むべ き正 しい方 向を 考 えな

い で,又,信 仰 を持 た ず,神 の 御 子 を 知 らな い魂 の こ とを 言 うの で あ る。 この よ うな魂 は,肉

体 が生 きて い て も,神 の 目か ら見 る と,死 ん で い るの で あ る。 だ か ら,聖 書 に 「生 き返 らせ

た 」 とあ る の は,肉 的 蘇 生 と同 時 に,霊 的 蘇 生 即 ち,生 きて お られ る主 の魂 に触 れ る こ とを 意

ロの

味す るのである。そ うでない魂は既に死んでいる,と 言 うのである。いかに社会的に見映えが

なくとも,お 前は真理に 目覚め,霊 的に生きているのだから,お 前の方が優れている。眠って

いる魂で,こ の世にのさばっていても何の得るところはない。死んだ魂で名誉や地位を得たと
ロみ

して も,そ れ は聖 書 の た とえ に あ る よ うに,愚 か な こ とで あ る。 一 時 的 な,表 面 的 な 成 功 に よ

って,真 の価 値 を 無 と考>xて は な らな い。 とい うの は,人 生 は,そ の よ うな,浮 草 の よ うな,
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表面的なものでなくて,永 遠性を,永 世を願 うその一途な道にあるか らである。故に,自 分の

為すことがすべて うまくいかず,こ の世をはかなむ余 り,こ の世を生きるに価値なきものと考

えてはならない。それは唯物主義への敗北である,と 自ら諭す。

皿

Lifeisreal!Lifeisearnest!

Andthegraveisnotitsgoal;

Dustthouart,todustreturnest,

Wasnotspokenofthesoul.

(人 生 は真 実 な り!人 生 は 真 面 目な り!

そ して,墓 は そ の 目標 で は な い。

汝 塵 なれ ぽ,塵 に 帰 るべ し,と は

魂 に語 られ た もの で は な い。)

主 の贖 罪 を 信 じる者 は 罪 を許 され て,永 遠 に生 き る。 だ か ら,罪 を許 され た魂 は清 らか に し

て,神 の御 国 を 受 け 継 ぐこ とに な る。 こ の よ うに,真 面 目に 生 きて い る者 は そ の魂 に救 いを 受

け る。 心 は 永 生 を 持 つ 。 人 間 の魂 は普 遍 性 を持 ち,天 な る国 に 馳 せ 参 じ る こ とに な る で あ ろ

う。 人 生 を 真 面 目に 生 きて も,真 実 に生 き て も人 は結 局,死 ぬ と何 一 つ 持 た ず,自 分 の体 の灰

の ま ま留 ま る。 そ れ こそ,本 来 の我 らの姿 な の で あ る。 我 らの 身体 は 我 らの 意 思 とは別 個 に生

きる,別 の生 命 で あ る。 む しろ,人 間 と しの意 識 はそ の よ うな命 を 得 体 の 知 れ な い不 気 味 な も

の と して感 じる。 我 らが 死 に,体 が 自然 の 一 部 とな る と き,初 め て,私 の この体 は 自然 の一
ゆ

部であるということが新しく感 じられ る。 まこ とに,人 の体はこの世の諸元素になる。しか

し,生 物にして下さったとい う意識が強 くなる。人は謙遜に土から造られたこと,又,生 きて

いる意味を悟れぽ,誠 に幸いであろ う。 しかし,前 連で歌われたような生きかたを してきた人

間は,墓 が入生の目標でな くて,ひ とつの前進である,と 悟る。生命はいつまでも生命 として

残 る。ただ,天 上で救われているか,否 かが問題 となるのである。

Notenjoyment,andnotsorrow,

Isourdestinedendorway;

Buttoact,thateachto-morrow

Findusfartherthanto-day.

(我 ら に 定 め られ た 目的 は 又 は 道 は

喜 び で も,悲 し み で も な い,

皿

明 日 ご とに,今 日 よ りは 進 歩 す る よ うに
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活動すること。)

神が喜ばれるのは,私 どもの小さい成功ではない。むしろ,悲 しみながらも,苦 しみながら

も,神 の御 旨に従って生きることである。 そこでは,高 度の祝福が支配するであろ う。 だか

ら,常 に,活 動 し,喜 びにつけ,悲 しみにつけ,絶 えず,進 歩すること。そして,よ り神に近

付 くことが我 らの生きかたである。 これを世俗的に解釈すると,原 典の意味を誤ることにな

る。我 らが何事につけ,信 仰の道を,神 に迫 り近付 く道におればそれでよいのである。喜びや

悲 しみを超越す る倫理的厳 しさが問われている。

精神的に向上することを,悟 性のロングフェローは願っている。失敗成功はそれ自体問題で

はない。 ロングフェローはそれ らを通 して,精 神的に,人 格的に変質して,向 上すること,こ

れは彼自らの自由意志において,な すことができる。我kの 人生の総決算において,問 われて

いるのは,こ の精神的向上,そ の達成 品性の向上であって,仕 事そのものの大小は問われな

い。失敗す らも問題でない。 ここに,ロ ングフェローの透徹した現世主義否定,来 世主義肯定

が見 られると思 うのである。 もし,こ こに,現 世的利益を入れれぽ,彼 の人間性を完全に失わ

せるのである。現世的利益の多寡が問題でなく,暗 黒の逆境のただ中で,尚 も,救 い主を信 じ

ていることが大切なのである。信仰に生きる者は神にどれだけ与 えるかが,問 われるのであ・

る。

Artislong,andTimeisfleeting,

Andourhearts,thoughstoutandbrave,

Still,likemuffleddrums,arebeating

Funeralmarchestothegrave.

(芸 術 は 永 く,光 陰 矢 の ご と し,

我 らの心 臓 は,頑 丈 で勇 敢 で あ るが,

そ れ で も,包 まれ た 太 鼓 の よ うに,

墓 に 向 か っ て,葬 送 曲を 奏 で て い る。)

人 間 の命 の短 さ,そ れ に較 べ て,人 類 が到 達 した 学 芸 の命 の長 さを 思 わ ざ るを 得 な い 。 天 国

に通 用 す る,学 術 を,現 世 に おい て 成 した そ の人 の魂 は知 恵 とな り,不 滅 の,祝 福 され た 霊 と

な り,天 上 に復 活 体 と共 に,そ の楽 し さを い つ まで も味 わ う。 真 理 を 真 理 の 故 に 愛 し,そ れ を

求 め た 人 の魂 も祝 福 され る。 学 芸 を,自 己 の利 益 のた め に行 う者 は,そ の 業 績 が い か に 優 れ て
　

い て も,他 生 に て は,面 の表 情 の ない 人 間 とな り,盲 とな る。

我 らの 心 臓 は,誠 に,そ れ が 中止 す る まで,鳴 りつ づ け て い る。 そ の 意 味 で は この 鼓 動 は葬

送 を 奏 で るの だ。 そ の こ とを思 って,な お 一 層 我 らは 知恵,真 理 に到 達 せ ん こ とを 願 う。 ロ ン

グ フ ェ ロ ーは や は り,死 を よ くみ つ め,そ こか ら,出 発 し,死 を超 越 した 人 で あ った 。 思 想 の
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華を咲かせ,芸 術を創造させ,そ の発端を,す べて神を愛する知恵 より出発し,そ してそこに

帰るべきである,と 考えたのである。その意味において,芸 術は永いという意味が我 ら人間に

とって,有 効となるのである。

V

Intheworld'sbroadfieldofbattle,

InthebivouacofLife,

Benotlikedumb,drivencattle!

Beaherointhestrife!

(世 界 の広 い 闘争 場 に お い て

人 生 の野 営 にお い て

黙 り,追 われ る牛 の よ うに な るな

闘 争 に お い て,英 雄 となれ!)

人 生 の意 味 を 知 っ た私 達,キ リス トの 罪 に よ って,罪 を許 され,天 国 に 行 く こ とが で きる よ

うに な った 人 類 は,す べ て を肯 定 的 に 見 る こ とが で きる。 だ か ら,家 の 中 に 隠 れ て い な い で,

外 の 戦 闘場 に趣 く。

TrustnoFuture,howe'erpleasant!

LetthedeadPastburyitsdead!

Act,‐actinthelivingPresent!

Heartwithin,andGodo'erhead!

(未 来 を あ て に す る な,い か に 楽 し く て も!

死 ん だ 過 去 に そ の 死 体 を 埋 葬 さ せ よ!

活 動 せ よ一 こ の 生 け る 現 在 に!

愛 を 心 に,神 を 頭 上 に!)

ゆむ

人間存在,社 会その他すべて安定 とい うことはない。ルカ伝のイエススの御言葉にあるよう

に,倉 に穀物を一杯貯えた者が,そ の夜死んだ。魂に宝を貯えない者はm大 切なものを無視
おオ

して い る と言 うので あ る。 そ の 深 刻 さを 知 って い る の で,"Trustnofuture"と い うの で あ

る。 他方,過 去 は 過 ぎ去 って,無 くな っ て い る。 木 の 葉 を 見 る と,よ く分 か る。 落 葉 した 木 の

葉 は,過 去 にた とえ る こ とが で きる。 そ の葉 が 過 去 に 生 きて い る間 は確 か に,し っか り働 い て

い た。 しか し,落 葉 す れ ば,も はや,光 合 作 用 は しな い 。 肥 料 な どに な る以 外 用 は ない 。 そ の

木 の成 長 に とって,何 の 意 味 もな い。 だ か ら,そ の 木 の葉 に しが みつ くな!と い うの で あ

る。 む しろ,今 生 きて い る木 の葉 生 きた 信 仰 に 目を転 じ よ。 この生 きた 葉 今 力 とな っ
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て,木 を 養 って い る。 こ の木 の葉 の よ うに 今,活 動 せ よ。 そ こが,そ の 時 が,活 動 の 場,時 な

のだ 。

Livesofgreatmenallremindus

Wecanmakeourlivessublime,

Anddeparting,leavesbehindus

Footprintsonthesandsoftime;

(偉 大 な 人kの 生 涯 はす べ て,我 らに 気 づ か せ る,

我 らの人 生 を 高 尚 にす る こ とが で きる,と 。

そ して,こ の 世 を 去 れ ば,

時 の砂 浜 に足 跡 を 残 す,と 。)

過 去 の(も ち ろん,現 代 の)偉 大 な人kは,す べ て,ロ ン グ フ ェ ローが 上 に 述 べ ℃ きた よ う

な人 間 で あ る。 特 に,"Heartwithin,andGodo'erhead"が 彼 らの精 神 構 造 で あ る。 この

よ うに 生 きて きた 人kは,又 我kの 心 の緒 琴 に 触 れ,振 動 させ,そ れ に よって,我 々の 体 も活

動 を始 め る。 彼 らの師 は 神 の御 子,復 活 の イエ ス ス,メ シ アで あ る。 こ の よ うな 信 条 で,こ の

よ うに,生 涯 を送 って きた 人kは,後 世 の 同 じ よ うな 精 神 的 パ ター ソの人kに 足 跡 を 残 す こ と

に な る。 ロ ソ グ フ ェロ ーの み な らず,ミ ル トンも,ワ ーズ ワース も,ホ イ ッ トマ ン もす べ て,

神 と共 に 歩 ん で い る人kは 必 然 的 に この よ うに な る。 真 理 に あ って暗 黒 の 力 にめ げ ず,ま っす

ぐに 歩 ん で い る人kの 姿 は確 か に 天使 の それ で あ り,天 に 覚 え られ て い る姿 で あ る。 換 言 す れ
　

ば,「 命 の 書物 」 に名 を 記 され,「 白い石 」 を 与 え られ た 人kな の だ。

Footprints,thatperhapsanother,

Sailingo'erlife'ssolemnmain,

Aforlornandshipwreckedbrother,

Seeing,shalltakeheartagain.

(ま た,人 生 の 荘 厳 な海 原 を

一 人 で 航 海 して い る者

孤 独 で,難 破 に 出会 った 兄 弟 は,

そ の足 跡 を 見 て,再 び勇 気 を取 り戻 さ ん。)

神 を 頭 に,勇 気 を心 に,真 理 に 向か って,真 面 目に生 きて い る人kは,こ の世 の勢 力 に必 ず

難 破 して しま う。(究 極 の 勝利 は 疑 い な く,彼 の 上 に あ るけれ ど も),一 時的 に暴 力 とか,人k

の 姦 計 に そ の 人 の 生活 は破 られ るで あ ろ う。 そ うで な くて も,厳 しい この世 の営 み は正 義 の名
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に お い て,動 い て い るの で あ る。 そ の 中,真 理 を 正 面 切 って進 ん で い る人kに どん な姦 計 が設

け られ る か も知 れ な い。 高 度 なサ タ ソの 狂 い猛 け る霊 的精 神 的破 壊 力が 襲 い か か る。 そ の よ う

な 時,ロ ング フ ェ ロー に よる と,彼 は 一 時 難破 す る。(し か し,よ り真 実 に は彼 は徹 底 的 に守

られ て お り,患 難 と同 時 に よ り深 い 救 い の 原 理 が 与 え られ て い る。 しか も,最 後 の運 命 の 勝利

は メ シア に あ って 生 きて る彼 にあ る。 それ は死 後 天 上 に て,判 明す るで あ ろ う。)「 難 破 」 と

い う言 葉 はこ の よ うな 意味 を 持 つ。 過 去 の偉 人 もか よ うな意 味 で 難 破 して きた の で あ る。 逆

に,「 難 破 」 の 別 の意 味 は そ の人 が ま こ との 偉 人 で あ る こ と(天 上 で の聖 徒 の 意味)の 反 証 で

あ る。 この反 証 こそ,彼 の偉 大 性 を示 す 。 聖 パ ウ ロは 言 う,"Wearetroubledoneveryside,

yetnotdistressed;weareperplexed,butnotindespair"(IICor.4:8)。 最 終 的 に は イ エ

ズ ス,メ シアの 十字 架 が完 全 に,そ れ を 証 明 す る。 か か る者 は 既 に生 まれ る前 か ら,永 遠 の 神

に よっ て,特 に 愛 され,救 い に定 め られ て い るの で あ る。

ロ ソ グフ ェ ロ ーの思 想 に背 景 に は,や は り,聖 パ ウ ロの 存在 を 見逃 す こ とは で きな い。 す な

わ ち,彼 は次 の よ うに,述 べ て い る,"Alwaysbearingaboutinthebodythedyingofthe

LordJesus,thatthelifealsoofJesusmightbemademanifestinourbody"(IICor.4:10).

パ ウ ロの に は,神 の御 子 の特 別 の啓 示 が あ った 。 そ れ を 彼 は 「宝」("thetreasure")と 呼 ん

で い る:"wehavethistreasureinearthenvessels,thattheexce11encyofthepowermay

beofGod,andnotofus"(IICor.4:7).彼 を 生 か す 力 は 人 か ら出た の で は な く,神 か ら

出 た の で あ る。 そ の 力 が現 われ るた め に,身 に 患 難 が 及 ん で も,彼 は決 して絶 望 しな い 。 そ れ

は,パ ウ ロの体 は イエ ス ス の死 を帯 びて い て,彼 に よ って 主 の 力 が示 され るた め で あ る。 そ の

よ うに,ロ ン グ フ ェ ロ ーに は神 へ の信 仰 が あ った 。 これ に よって,神 の 力が 現 わ れ ん とす るの

で あ る か ら,彼 は 決 して絶 望 しな い ので あ る。

Letus,then,beupanddoing,

Withaheartforanyfate;

Stillachieving,stillpursuing,

Learntolaborandtowait.

(だ か ら,起 き て,事 を な せ

ど ん な 運 命 に も,勇 気 を も っ て

常 に 為 し 遂 げ,常 に 追 求 し な が ら,

労 を し て,待 つ こ と を 学 べ 。)

そ の 力を 神 に よ って与 え られ て い るの だ か ら,い か な る運 命 に も負け る こ とが な い。 た だ,

神 の 力が 満 ち る と ころ,前 進 あ るの み 。 怠 惰 に伏 して,事 を 怠 け る こ とは 出 来 な い。 歴 史 の 流

れ の 中 に あ って,時 流 に流 され るの で は な く,神 の道 に あ っ て,生 きて い くの で あ る。 常 に,
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仕 事 を な しつ つ,常 に,追 求 して 労 を 惜 し まず,そ して,果 実 が 現 れ るの を待 て,と 自 らに諭

して い るの で あ る。

ロ ン グ フ ェ ローは この 時,天 か らの 聖 霊 を賜 物 と して授 か って い た の で あ る。 静 か に,こ の

喜 び の御 魂 は彼 を励 ま し,彼 を 心 の 底 か らこの世 か ら解 放 させ,喜 び で 満 た した の で あ る。

3.「 刈 り手 と花 」("TheReaperandtheFlowers")

〔作 詩 経緯 〕1838年12月6日 の 日記 の 中で,ロ ン グ フ ェ ロー氏 は書 いて い る。 「美 しい 聖 ら

か な 朝 が 私 の 内 側 に。 なぜ か 私 は静 か に,興 奮 した。 そ して,私 の心 の 中で 平 和 の うちに書 い

た 。 目に は,涙 が 。 そ れ は,TheReaperandtheFlowers,PsalmofDeathで あ った 。

私 は 長 い 間,こ の種 の 考 え を計 画 して いた が,そ れ を言 葉 で表 現 す る こ とが な か った 。 今 朝,
　

そ れ は突 然,結 晶 す る よ うに,思 えた 。 私 自身 の 努 力 も何 も しな い で。」こ の讃 歌 は1839年1月

のK耽 舵 乃o罐 θ鴬 に 印刷 され た 。 そ の副 題 は 厂死 の讃 歌 」(APsalm(ゾD砌 痂)で あ った。

それ に は,HenryVaughanの 親 し まれ て い る一連 が付 され て いた 。 そ れ は,

親 愛 な美 しい,死 よ,正 義 の真 珠 よ!

で始 まっ て い る。

Vaughanは 死 を 「義者 」 の宝 石 と してい る。 これ は 死 を讃 美 して い る ので あ る。 しか し,

聖 書 で は,信 仰 者 に と って 死 は次 の よ うな もので あ った は ず で あ る,も し,彼 が キ リス ト教 徒

で あ った な らば:

Andwhentheperishableputsontheimperishable,andthemortalputsonimmorality,

thenshallcometopassthesayingthatiswritten

"Deathisswallowedupinvictory
."

"Odeath
,whereisthyvictory?

ODeath,whereisthysting?"(ICor.15:54-55)

しか し,朽 ち る もの が朽 ち な い ものを 着,死 ぬ もの が不 死 を着 る とき,「 死 は 勝 利 に の

まれ た 。」 と し る され て い る よ うに み こ とば が実 現 します 。 「死 よ,お まえ の勝 利 は ど こ

に あ る のか 。 死 よ,お ま え の とげ は どこに あ るの か。」(コ リソ ト1,15:54-55)

とあ る よ うに,詩 人 は 決 して,死 そ の ものを 讃 美 して い な い。 しか し,彼 に と って,死 は願 わ

しい もの で あ った で あ ろ う。 死 す ら も神 は人 間 に 賜 物 と して下 さ った の で あ るか ら。 も し,死

とい うも のが なけ れ ば,い つ ま で も,永 遠 の国,霊 的世 界,天 的世 界 に行 くこ とは 出 来 ない の

で あ るか ら。 死 は そ の 意味 で この現 世 か ら,愛 す る霊 的世 界,天 的 世 界 に趣 くこ とを 可 能 に す

る。 誰 が い つ まで も この不 完 全 な,醜 悪 な,権 力 と 自我 意識 過 剰 の世 界 にお りた い だ ろ うか。

少 な くと も,筆 者 は理 想 の国,イ エ スス の お られ る 国,あ の麗 しい,喜 び の 国 へ生 きた い と切

に 願 う。
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繰 り返すが,聖 書では死そのものが尊いのではない。むしろ,そ れを克服することが大切で

あると言われている。神にはそれだけに死の力を越えて,新 しい命を付するエネルギーがある

のだから。 しかし,そ のためには人間がそれに相応 しい実を結んでいることが必要である。人

はその心のあるところがその人の生きつ く究極の場になるからである。人はそのように造られ

ていると言ってよい。換言すれば,人 間の心のあ りかた,人 間の生涯がどんなに,大 きな責任

があるかを示している。心の底から,真 の信仰,神 への愛を持つべきである。天に上げ られる

とは,ア ベルの捧げ物のように,た だちに天の火で焼かれること,彼 に受け入れられることで

ある。それには神の御旨にかなった心を持つ魂になることが必要である。そ うでなければ,カ

イソの捧げ物のようになるであろ う。

さて,第 一連をみ よう。

I

THEREisaReaper,whosenameisDeath!

And,withhissickleke駭,

Hereapsthebearedgrainatabreath,

Andtheflowersthatgrowbetween.

(そ の 名 が 死 で あ る刈 り手 が い る。

そ の鋭 い鎌iで,

彼 は一 息 に髭 のつ い た 穀 物 を 刈 る,

そ の間 に咲 く花 も一 緒 に。)

こ こで,ロ ン グ フ ェ ロ ーが歌 ってい る 中心 は,老 人 に 混 じ って,幼 児 が 死 ぬ とい うこ とで あ

る。 これが,彼 の 非 常 に 大 きな心 の痛 手 とな って い る。 この詩 は,こ の矛 盾 を 解 決 せ ん とす る

ロ ソ グ フ ェ ローの 努 力の 現 れ で あ る。"Flowersthatgrowbetween"は 幼 児 の象 徴 で あ る。

皿

"ShallIhavenaughtthatisfair?"saidhe;

"Havenaughtbuttheb
eardedgrain?

Thoughthebreathoftheseflowersissweettome,

Iwillgivethemallbackagain."

(美 し い も の は 何 も持 て な い の だ ろ うか,と 彼 は 言 う,

厂髭 の あ る穀 類 し か 持 て な い の だ ろ うか?

こ れ ら の 花 の 息 は 私 に と っ て 甘 美 で あ る が,

私 は そ れ を 再 び 戻 そ う」)。

「彼 」 とは 厂死 」 つ ま り 「収 穫 す る も の 」 で あ る 。 死 は ,そ の 刈 り取 っ た 花 の 匂 い が 馨 し い
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ので,そ れを収穫せずに自然に返 したい気持になっている。彼は,始 めか ら花を刈るつもりは

なかった。幼児の死は望ましいものではない。偶然に生じたものであるに過ぎない。

皿

Hegazedattheflowerswithtearfuleyes,

Hekissedtheirdroopingleaves;

ItwasfortheLordofParadise

Heboundtheminhissheaves.

(涙 し て,彼 は 花 を 見 詰 め る 。

そ の 萎 ん で い く葉 に 触 れ る。

そ れ は 天 国 の 主 の た め で あ っ た 。

彼 は 花 を 束 ね た 。)

彼 は 不 本 意 に 刈 り取 っ た 花 を 悼 ん で い る。 そ して,萎 ん で い く花 を 束 ね て 主 に 捧 げ る 。

"MyLordhasneedoftheseflo
weretsgay,"

"TheReapersaid
,andsmiled;

"Deartokensofthee
artharethey,

WhereHewasonceachild.

(厂わ が 主 が こ の 明 るい花 が 必 要 な の です

厂刈 り手 はそ う述 べ て,微 笑 んだ 。

主 が か つ て 子供 時 代 を過 ご され た,

この 大地 の 大 切 な しる しで す 。)

この 詩 の 意 味 は 次 の通 りで あ る。 天 に い る主 が この花 を 必 要 として い る。 そ の た め に,花 は

死 な な け れ ぽ な らな い。 そ うで なけ れ ば,主 の い る天 ま で行 くこ とは で きな い か らで あ る。 花

を 束 ね た の は,儀 式 と して の行 為 で あ ろ う。 花 は枯 れ る と同 時 に 天 に 行 く(文 学 的表 現 を用 い

る)。 何 故,花 が 必 要 で あ るか と言 えぽ,イ エ ス スが か つ て 子 供 時 代 を過 ご した地 上 の親 愛 な

る印 が 花 で あ るか らで あ った 。 イエ ス スは 特 別 に花 を愛 され た 。

V

"Theyshallallbloominfield
soflight,

Transplantedbymycare,

Andsaints,upontheirgarmentswhite,

Thesesacredblossomswear."
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(それ らは,皆 光の原に咲 くだろう

私の世話によって,移 し変え られて

聖徒 らは,彼 らの白い衣裳に

これらの聖い花が飾 りつける。)

花は光の原に咲く。 花はもちろん,比 喩であって,幼 児の魂のことであろ う。 その幼児 ら

は,天 上の聖徒 らの衣裳の飾 りとなる。

Andthemothergave,intearsandpain,

Theflowersshemostdidlove;

Sheknewsheshouldfindthemallagain

Inthefieldsoflightabove.

(そ して,母 親 は,涙 と苦痛 とで

彼 女 が 最 も愛 した花 を捧 げ る。

彼 女 はそ れ らを再 び

天 上 の 光 の 野 原 で 見 出す こ とを 知 って い た。)

愛 す る子 供 達 を 天 に送 り,心 を 痛 め る母 親 は,天 の 光満 ち る野 原 で 彼 らに 再 び会 え る こ とを

知 っ て,深 い 慰 め と心 の平 和 を 得 て い た 。 何 とい う強 い心 で あ ろ うか 。 何 とい う厳 粛 な思 い で

あ ろ うか 。 生 半 可 の 知識 で こ の こ とが 分 か るの で は な い。 涙 の体 験 を 通 して 知 るの で あ る。 ま

た,人 間 の魂 の持 つ 気 高 さが こ こにあ る。

Oh,notincruelty,notinwrath,

TheReapercamethatday;

'Twasanang
elvisitedthegreenearth,

Andtooktheflowersaway.v

(あ あ,あ の 目,「 刈 り手 」 が や っ て きた の は

残 虐 さで もな く,怒 りの なか で も なか った

天 使 が 緑 の 大地 を訪 ずれ て

花 を 取 り去 った の で あ る。)

幼 児 は 死 ぬ と・ す べ て天 に行 くの で あ る。 彼 らは 天 の 使 い と話 を して い る とイエ スス は 言 わ

れ た 。 これ を スエ ーデ ンボ ル グは詳 し く解 釈 して い る。 子 供 の魂 は汚 れ て お らず ,天 国 に 行 く

こ とが で き る。 これ ら天使 の 源 は地 上 の幼 児 であ る。 イエ ス ス は幼 児 の魂 を愛 され た
。 花 を 愛

され た よ うに。 死 ん だ 幼 児 の魂 を主 は受 け 入 れ て下 さ り,天 上 で美 し く天 使 とされ る
。 この 最
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後に来て,刈 り手の意味が全 く変化している。彼は幼児を天使 とするその天の使いであったの

だ。

4.「 星 の 光 」("TheLightofStars")

「この詩は美しい夏の夜に書かれた。月は,銀 の小さい筋であった。オーバソの山の小森の
　

後 に沈 も う と してい た 。 そ して,南 東 に金 星 が 輝 い て い た。 空 は 奇 妙 な 光 が あ った」。 この詩

は 『ニ ッ カ ーボ ッ カー』 に,最 後 と して 発 表 され,人 目を 引 く。ASecondPsalmof.Life

と題 さ れ,Vaughnの 同 じ詩 の 別 の連 か ら引用 され てい た 。

Itglowsandglittersinmycloudybreast,

Likestarsuponsomegloomygrove,

Orthosefaintbeamsinwhichthishillisdrest

Afterthesun'sremove.

(私 の曇 りの胸 の 中で,燃 え て 輝 く

晴 れ の 森 の 上 ゐ 星 の よ うに

又 は,太 陽 の沈 ん だ後 に,こ の丘 が

現 わ す か す か な 光線 の よ うに。)

暗 い 夜 に 輝 く星 に 興味 を持 っ て い る。 何 故 で あ ろ うか 。詩 人 は 何故,夜 の雰 囲気 に詩 作 して

い るの だ ろ うか 。 朝 日の 輝 き と共 に祈 り,希 望 を持 つ 。 とい うの が,ThomasKennの 讃 美

歌 で あ った 。 これ な らば,分 か る。 しか し,夜 の 星 の 光 に 殊更,希 望 を託 す る と言 う詩 人 は,

恐 ら く,彼 の住 ん で い た 町 のタ ベ の景 色 が 非 常 に 感 動 的 に 美 しか った の で あ ろ うか 。 イ エ スス

の 生 誕 の際 に,星 を 頼 りに した 東 方 の博 士 た ちの 心 境 に 似 て い る と思 われ る。 ヴ ォー ンの詩 に

お い て,光 は 霊 的 な 光 で あ る。 パ ウ ロは次 の よ うに 言 う:

ForitistheGodwhosaid,"LetLightshineoutofdarkness,"whohasshonein

ourheartstogivethelightofknowledgeofthegloryofGodinthefaceofChrist(II

Cor.4・6).

この 暗 闇 よ りの光,こ れ が詩 の原 型 に な っ てい る よ うに 思 わ れ る。

I

THEnightiscome,butnottoosoon;

Andsinkingsilently;

Allsilently,thelittlemoon

Dropsdownbehindthesky.

(夜 が や っ て き た,し か し,ほ ど 良 い 頃 に

そ し て,静 か に 沈 み 行 く,

-135一



文 学 部 論 集

なべて静かに,小 さい月が

空の後方に沈んで行 く。)

夜の月の動きが鮮明に描かれている。輝いていた月が静かに,沈 んでいく。その美しさと自

然の荘厳さに心を打たれたのであろ う。詩人の心は何 と内面に平和を得ていることだろうか。

水晶のように澄んだ詩人の心がひしひしと伝達される。

E

Thereisnolightinearthorheaven

Butthecoldlightofstars;

Andthefirstwatchofnightisgiven

TotheredplanetMars.

(天 に も地 に も光 は ない

星 の寒 寒 とした 光 を 除 い て;

夜 の最 初 の 更 が

赤 い 惑 星 に 与 え られ る。)

「夜 の最 初 の更 」 とは,月 が沈 ん で ま も な い頃 の こ と。 こ の頃 に な る と火 星 は 一 際,赤 く輝

く。 他 の 星 は 寒 寒 と して,輝 い てい るの に。 寒 寒 と した 中 に一 つ だ け 赤 く輝 い て い る。

皿

Isthetenderstaroflove?

Thestarofloveanddreams?

Ohno!fromthatbluetentabove

Ahero'sarmorgleams.

(あ れ は,愛 の優 しい 星 な の か

愛 と夢 の 星 な の か。

い や,違 う,あ の上 の青 い テ ン トか ら

英 雄 の 武 器 が 輝 い て い る。)

金 星 は愛 の星 で は な い 。 戦 の星 で あ る。 武 器 の輝 きが 金 星 で あ る。"thatbluetentabove"は

夜 の空 が そ の よ うに 見 え た の で あ ろ う。 輝 い てい る星 は 戦 って い るか ら,赤 い の で あ った。 悪

と戦 い,サ タ ソ と戦 う,神 と共 に生 き る ク リスチ ャ ソの姿 が 投影 され る。 熱 は そ こか ら発散 さ

れ る。 暗 黒 の 世 界 に 光 と熱 を発 散 す るの は,戦 って い る ク リス チ ャ ンな の であ る。 ぬ る ま湯 に

浸 る堕 落 した 人 間 で は な い。 甘 い夢 を 見 る ロ マ ン テ ィス トで は な い。 現 実 の最 中 に お い て,そ

れ で も,神 の国 を 打 ち建 て よ う とす る ク リス チ ャ ソな の で あ る。 彼 ら こそ,夢 と希 望 の 源 で あ

る。
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Andearnestthoughtswithinmerise,

WhenIbeholdafar,

Suspendedintheeveningskies,

Theshieldofthatredstar.

(真 面 目な思 いが 我 に生 じる

遠 くの 方 か ら見 る時

タ ベ の 空 に か か る

あ の 赤 い 星 の 優 勝 楯 を 見 る時 。)

夜 の 星,そ の 中 に 赤 い 星,火 星 を英 雄 と考 えて い る。 そ の赤 い星 に対 して,な ぜ,「 真 面 目な

思 い 」 が 生 じて くるの で あ ろ うか。 それ は"theshield"「 優 勝 楯 」 に あ る。 「優勝 楯 」 は勿

論,勝 利 した 者 に の み 与 え られ る。 こ の勝 利 へ の 予 感 が詩 人 の心 を刺 戟 す る。 暗 黒 の 勢 力 の 中

で,そ の勢 力に 染 ま らず,否,神 の栄 光 を 静 か に 現 わ す こ とが勝 利 で あ ろ う。 夜 空 に,た だ 一

つ 赤 く燃 えて い る星 は 詩 人 に確iかに真 理 へ の情 熱 を 燃 えた た せ た に違 い ない 。 そ れ で は,そ の

星 は詩 人 に どの よ うな影 響 を 与 え た の だ ろ うか 。

V

Ostarofstrength!Iseetheestand

Andsmileuponmypain;

Thoubeckonestwiththymailedhand,

AndIamstrongagain.

(オ ゥ,力 の星 よ,汝 は立 ち て

我 が 苦 痛Y'-..微笑 み か け てい る。

汝 は そ の鎖 か た び らを着 た 手 で 我 を 指 し招 く

す る と,我 は 再 び 強 くな る。)

詩 人 は火 星 を 「力の 星 」("thestarofstrength")と 呼 ん で い る。 そ の 力の 星 が 彼 の 苦痛 を 見

て,微 笑む 。 そ の星 は 詩 人 の 苦痛 を知 って い る。 「幸 い な る か な!で 始 ま る山 上 の 垂訓 に あ

る よ うに,苦 しん で い る者 に対 して,イ エ スス ・ク リス トス の満 ち盗 れ る 同情 の 心 が 推 し測 ら

れ る。 そ の手 招 きを 受 け た 時,彼 は強 くな った 。 この 星 は ク リス トス ・イ エ ス スの 象 徴 で あ る

と考 え て よい。 そ の 力を 見 る時,自 分 の心 に も力 が湧 き起 って くる の を感 じた ので あ る。 力 の

源 泉 な る ク リス トス ・イエ ス ス に よ って 力を 受 け た の で あ る。 ク リス トス は真 に勝利 者 で あ っ

た 。 彼 を信 じる者 も勝 利 者 で あ る。
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Withinmybreastthereisnolight

Butthecoldlightofstars;

Igivethefirstwatchofthenight

TotheredPlanetofMars.

(心 の 内 に,光 な く

星 の冷 た い 光 の み

あ の赤 い 惑 星,火 星 に

初 更 の一 時 を 与>z..た。)

自分 の心 に は光 は な い。"Withinmybreastthereisnolight."肉 眼 の 視 力 を失 っ た ミル

トンに も同主 旨 の ソネ ッ トが あ る。 ミル トソには 肉 眼 に 代 る,霊 の 目が あ った 。 天 上 の 光 を 知

覚 す る霊 が あ った 。(も ち ろ ん,霊 的 光 と 自然 の光 は 異 な る(ス エ ー デ ンボル グ)。 しか し,

ロ ン グ フ ェ ロー に欠 け て い るの は,こ の 「霊 の光 」 で あ るが故 に ,そ の苦 しみ と寂 し さに 限 り

な い 。 肉体 を持 っ てい な が ら,生 命 が な い,と い うの は,実 に 苦 しい こ とに違 い ない 。

今 あ るの は,寒 寒 とした理 性 の光 で あ っ た。 又,肉 眼 の 目で しか な か った 。 悲 しい 気 持 で主

を 仰 い で い る。 そ の悲 しい 心 で 火 星 を 見 つ め て い る と,そ れ が ま るで,イ エ ス ス の よ うに,力

の 温 れ た 救 い 主 の よ うに思 わ れ て きた 。

この6連 は,2連 に直 接 繋 が る思 想 で あ る。 こ こで ,詩 人 の 心 は も う一 度,冷 静 に な り,第

3-5連 の 経過 を繰 り返 す 。 そ れ が,第7-9連 で あ る。 同 じ よ うな,思 想 の流 れ の繰 り返 し

で あ る。 決 して矛 盾 した こ とを 言 って は い な い。 詩 人 に特 徴 的 な繰 り返 しの効 果 を狙 った もの

で あ る。

Thestaroftheunconqueredwill,

Herisesinmybreast,

Serene,andresolute,andstill

Andcalm,andself-possessed.

(無 敵 の 意志 を持 つ 星,

私 の胸 の 中に 生 じて くる

穏 や か で,心 堅 く,静 ま り

冷 静 で,落 ち着 い て い る。)

森羅 万 象 は何 を語 るか 。 特 に 今,心 は寒 寒 と して,荒 涼 に して,光 の な い,苦 しい状 態 に あ っ

て,詩 人 は この赤 く灯 って い る火星 に 何 の 慰 め と希 望 を見 出 して い るの か 。 外 界 の,こ の星 を

見 つ め て い る と,知 らず 知 らず の うち に,驚 くか な!無 敵 の 力が 生 じて きた。 それ は詩 人 の

心 は 金 剛 石 の よ うに堅 く,水 晶 の よ うに 冷 静 で あ る。
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Andthou,too,whosoeverthouart,

Thatreadestthisbriefpsalm,

Asonebyonethyhopesdeparts,

Beresoluteandcalm.

(そ して,汝 も又,汝 が誰 で あ ろ うと,

この短 い讃 歌 を 読 む もの は

汝 の希 望 が 一 つ 一 つ 消 え て 行 く時 に

心 固 く して,穏 か な れ 。)

この 詩 が 書 か れ た 詩 人 の環 境 が 何 で あ ろ う と,こ の詩 に は ま こ とに,魂 の泉 か ら込 み 上 げ て く

る喜 び,真 理 の 力 が あ る。 特 に,読 者 の胸 を 打 つ のは 「人 生 の希 望 が,そ れ も妻,子 供,社 会

の 活 動 な ど,ま こ とに,身 近 で 深刻 な も のが 一 つ 一 つ 去 って い く所 で あ る。 少 し前 は,希 望 と

喜 び に 満 ちた 人 生,幸 福 で何 一 つ 欠 け た もの が な か った。 家 庭,家 族,社 会,財 産,名 声,す

べ て,満 月 の よ うに脹 らん で いた 。 しか し,何 か の 変化 で,そ れ が ま るで 手 足 を ひ き ち ぎ られ

て い くよ うに,消 え て い く。 こ の時 の詩 人 の 気持 は恐 ら く,自 分 で も空 しい 存 在 で,裸 で 生 れ

た の だ か ら,裸 で 帰 っ て い く。 この 世 に望 み を繋 ぐの で は な く,天 国 に 希 望 を 置 く こ とを 痛 切

に悟 っ た こ とで あ ろ う。 しか し,そ の よ うな 時 に も,勇 気 を もって,心 固 く,穏 や か な れ,と

教 え る。 それ は,ま さ に彼 自身 の体 験 で あ った 。 それ 故 に,そ れ が,最 善 の 道 で,道 理 に か な

う。

Oh,fearnotinaworldlikethis,

Andthoushaltknowerelong,

Knowhowsublimeathingitis

Tosufferandbestrong.

(オ ゥ,こ の よ うな 世 の 中 で も,恐 れ る な

汝 は ま もな く知 るだ ろ う

苦 しん で,そ れ で い て 強 くな る こ とは

如 何 に,崇 高 な こ とで あ るか。)

個 人 的 な水 準 の 希 望 で は な く,世 の 中 の堕 落,悪 な どを 思 うに つ け,又,自 己 の社 会 の仕 事 が

い か に 無 力で あ るか を 思 い知 る ときが あ る。 この よ うな 時,恐 れ る な。 彼 は 既 に 世 に 勝 って い

るの だ 。 ク リス トス ・イ エ ス スが 我 わ れ の 先輩 と して,こ の世 に勝 ち給 うた 。 い か に,今,惨

め な,傲 慢 な世 が動 い て い て も,恐 れ て は な らな い。 真 の希 望 の光 は ク リス トス ・イ エ ス ス に

あ り,彼 は久 遠 の光,勝 利 の 魂,愛 の 光,罪 の許 しであ る。 時 流 に 乗 り,権 勢 を 得 る,小 生意
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気 に,小 賢 し く,振 る舞 っ て い る者 こそ,敗 北 者 で あ る。 彼 の 魂 は真 理 に対 して 死 ん で い る。

彼 は も う既 に,滅 ぶべ きサ タ ソ の勢 力に あ り,ま もな く滅 ん で い く。 だ か ら,彼 らの 声 が 喧 し

く響 い て きて,我 らを圧 し よ う とも,そ れ で も恐 れ て は な らな い。 ク リス トス こそ,真 の 希 望

の星,救 い の 源 泉 で あ る。 こ こ に,感 じ られ る の は一 種 の諦 観enunciation,Entsagungで あ

る。 神 の 国 に あ る もの が,こ の 世 の勢 力 に対 して持 つ 一 種 の諦 め の 心 境 で あ る。 ワー ズ ワー ス

も(ゲ ーテ も)こ の よ うな心 境 に 到 達 した と言 わ れ て い る(Wordsworth,TheWhiteDoθ

(ゾRylstone(1815)に 出 てい る)。

あ と が き

以上の四つの詩篇のどの部分を選んでも,彼 の信仰が濫れていないものはない。彼の詩は信

仰の表出であった。 即ち,我 々は 「夜の讃歌」 において,夜 の静けさの中での天国への想念

が,厂 人生の讃歌」において倦まず,怠 ることなく,霊 に燃え,主 に仕える決意が,「 刈 り手

と花」において幼児の死は主イエススの地上の生活の善き思い出としての意味が,そ して 「星

の光」に人間の真の価値はこの世にあるのではな くて,天 国にあるという認識が歌われている

のを見た。詩人 ロングフェローは旧約時代の詩人のように,社 会,自 然,人 事など,す べてに

おいて人生の意味を絶えず説き続けている。彼は難しい理屈や教義を語らず,ま して,そ れ ら

を弄ぶようなことは全 くな く,誠 実に,ま っす ぐに表現している。 いわゆる文学の人ではな

く,時 には世の暗黒に反発し,時 には夜静かに,天 国を夢に描き,死 の天上的生意義を考え,

荘厳な自然の人間への語 りかけに反応する。このような,ロ ングフェR-一は少なくとも筆者の

模範である。

注

⑫Works,P.19.

⑬ 森 谷 『前掲 書 』50頁 及 び213頁 を参 照 。

O今Works,p.20.

⑮ 讃 美 歌75番 を参 照 。

⑯RabbiB6〃Ezra,Vdを 参 照 。

⑰E.Swedenborg,TheDivineLove,P.85を 参 照。

⑱ マ タ イ伝,16:26を 参照 。

⑲JacobBronowski,TheIdentityofMan(Aiikusha,1976),P・5を 参 照 。

⑳Swedenborg,DoctrineoftheSacredScripture,P。71を 参照 。

鋤 エ レ ミア第4章23-24を 参 照。

⑫ ル カ伝12:19-2Lを 参 照 。

㈲ ヨハ ネ の黙 示 録2:17を 参 照。

㈲ ㈲ 出 典 につ い て は次 回に 付 す。
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